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家庭経済に於ける消費構造の考察(第 一報)
江 崎 君 子蔚 西 田 幸._, 蕃
 i 緒   言
  最近の物価騰貴が我 々の生活に どのような影響を
与えたかについて,家 庭経済の見地か ら消費構造の分
析を試みその変動を考察 し,更 に今後の家庭生活の合
理的な在 り方について究明することを 目的 とした・今
回は消費者物価指数,食 品群別食材料費及び食品群別
摂取量 との関係,主 要食品の季節的変動等について年
次的にその推移を考察 したので報告する。
 懸 対 象及 び方 法
資料の制約上次のように した。
i消 費者物価指数は全都市の昭和21年 ～37年 。
ii食 品群別食材料費及び食品群別摂取量は全国及び
 業態別の昭和32～35年 。
iii主 要食品の季節的変動は全部昭和30～30年(当 年
 9・10月 は統計の制約上数値なし)
 IH 結 果及 び考察
i消 費者物価指数
 近年に於ける物価騰貴を総理府統計局の家計調 査に
よる全都市消費者物価指数を用い,戦 後の年次的変動
を究明した結果は第1表 の如 くである。
 わが国の物価 は戦時中から,か な り上昇 したが終戦
を境とし戦後インフレの飛躍的段階を辿 つた。 この戦
後 インフレの直接動囚は生活必需物資の絶対的不足に
よるものである。又物価体系は公定 と闇の併荏と価格
差補給金制による二重価格の存在とに よるものでこれ
らの問題点は第1表 で明らかな如く昭和25年 頃に至 つ
て一応解決しおえた。大勢的に云えば戦時物価の第一
期(混 乱期)で,こ れ以降を第二期(安 定期)と 大別
されている。その過渡期にあたる昭和25年 ～26年 に於
ける急激上昇は朝鮮動乱によるものであ って,そ れ ま
での物価上昇 と性質を異にした物価騰貴である。その
後昭和33年 頃 までは一上一下の小変動はあ つても大局
的には横 這いの安定を示している。終戦直後の変動期
に比較 して第二期後の27年 ～28年 の 「消費景気」,29
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年のデフレ過程,更 に31年 か らの 「神武s,>c1」,33年
の鍋底景気より 「数量景気」 「岩戸景気」などが物価
線上にもかな りの起伏を示 している。最近の総合指数
の動向は32年8月 を境に下が り始め33年 は32年 平均に
比べ(一)0・4,°0下 回った。 この下落の原因は魚介,
野菜,乳 卵及び繊維 pllの大巾な値下 りによるもので
ある。尚家賃,料 金(診 察料,入 浴料,理 容代)の 値上が
りにより住居費 と雑費は前年に引き続 き上昇をみた。
食料指数については32年 後半のヤ ミ米の続 騰 に 引 き
続き,10月 に配給 米の値上げが行われたので上昇して
いたが,豊 作により年末にはか な り下落した。それ故
年平均では前年比(+)2・7%に 過ぎなか つた。特に
高騰を示 したのは乾物の(+)12.0°0で ある。 これは
二Fのりが年間を通 じ続騰した結 果である。他の費目は
殆ん ど下落又は保合を示した。食料指数全体 としては
値下げ費 目が多 く前年に比べ(一)1.1,%下 回る結果
とな った。34年 の消費老物価の動向特徴は年央を境に
下落か ら上昇に転 じた生鮮食料 品を中心とす る食料物
価であ った。その他時期的には多少の差はあるが,被
服物価 も前年の消費不振に よって数年来の最低水準に
まで至 った。年平均を前年 と比較すると,食 料,被 服,
光熱はいずれ も年の前半と後半 の動きが相殺 され,食
料は(十)0.5,0の 微騰にとどまり,被 服(一)2.0%,
光熱(一)1・2%は いずれ も下落 した。 一・方 住 居 は
(+)3・5%と 大巾に騰貴 し,雑 費 も(+)3・1%の
上昇を示した。食料指数について考えると,穀 類指数
は豊作によるヤ ミ米の下落の影響で前年比(一)0.7,°'0
下回った。特に豚肉が値上 りした結果,肉 類指数は前
年比(+)1・9%の 上昇 とな った。一方乳製品は生産の
増加もあ って前年を下回 った。生鮮食料品のなかでは
野菜が大きく変化 し,台 風に よる33年10月 の異常な高
水準から年央 まで下落を続け,秋 に再び伊勢湾その他
の台風の影響な どによ り(+)9・ ＄o/前年を上回った。
35年 に於いてはここ数年の うちで最 も強い騰勢を示し
た。私立学校授業料及び料金関係の値上が り,更 に生
活必需品にも騰貴がみられ,総 合指数は前年比(+)
3.5%上 昇し,32年 の前年比(+)2.9°oを 更に上回
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 った上昇率である。又住居費 も家賃及び住宅修繕材料
 の上昇で前年比(+)5・3%,光 熱(+)5.1%,食 料
 (+)3.7%,雑 費(+)2.7%,被 服2.1%と それぞ
 れ前年を上回 っている。食料指数は34年 に引続き穀類
 は横這いで推移 したが,35年8月 に食パンの値上 りで
 かな り騰貴を示 した。その後のM#a作の影響 もあってヤ
 ミ米の値下 りにより緩慢ながら微落が続いた。その他
の肉類は豚肉。牛肉な どが急上昇したので 前 年 よ り
(+)13.9°oと 大由な値上 りとなった。野菜も5月 の異
常乾燥に より9月 まで騰貴を続けたが秋には出回 り豊
富 とな り急落した結 果,野 菜は(+)9.1°oの 上 昇と
な った。その他魚介類は(+)8.9%,調 味料は(+)
2・4%,乳 卵(+)1.4%,菓 子,果物,清 酒,干 の り,
潰物類なども1-1立って値一Lりを示した。36年 の上昇傾
向は35年 よりも更に広汎にわたってお り,大 費日別で
みると,食料(1)6・1%,住 居(+)6.2"o,光 熱(+)4.0%
被服(+)3。5%,雑 費(+)4.8%と,い ずれもかな
り上昇した故に,年 平均総合指数は前年の(十)3.5%
を上回る(+)5.3°oの 上昇 となった。35年,36年 の
両年を通 しては主食,生 鮮食料品の上昇が顕著であっ
た。食料指数の うち殻類はほぽ横這いで推移したが干
うどん等に上昇がみられた為,年 平均では前年の(+)
1・3,0上 回る結果となった。その他野菜の騰貴が激し
く年初は供給不足,後 半か ら日照 り,台 風など天候の
悪条件が重なった為,か な りの高値で推移し,前 年を
(+)23・6%と 大巾に上回 った。肉類は牛肉が値上 り
した為(+)8.7°oの 上昇 となった。従来変動の小さ
か った加工食品が原料,加 工賃の上 昇 か ら豆腐,油
揚,納 豆,こ んにや く,コ ロツケ等が値上 りを示し,
前年を(+)8.5°oも 上回 り,叉 調味料 も同 じ理由か
ら(+)2.8,°0上 昇 した。牛乳 バターの上昇により乳
卵が(十) oQ,酒 類では(十)2.1%,果 物(十)13.2
%な どそれぞれ騰貴を示 している。乾物のみは干の り
の下落によって(一)2.9°oと 前年を下回った状態で
ある。37年 は資料の関係上3月 の指数を前年 と比較し
て考えるに,総 合指数は(十)5.4%,食 料(+)7.0°o,
被月艮(十)2.3%, {主1『}(十)4.2,°0, 雑費(十)4.9
%と いずれ も前年に比しかな りの上昇を示している。
 以上の結果より近年の所得増加,生 活水準の上昇に
伴い特に食料指数及び雑費の増加が認められたが,こ
れ等は食生活の向上安定に よるものと思われ る。具体
的な現われの一つ としてエンゲル係数の低下が問題 と
なる。この点については更に検討を加えたい。
ii食 品群別食材料費及び食品群別摂取量
 経済の変動が食生活に どのような影響を及ぽしたか
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について,厚 生省国民栄養調査の食材料費及び摂取量
の関係 より考察する。
1) 食品群別 食材料費
 第2表 の如 く全国平均32年 に於いては総額が96.86
円で35年 は前年の105・64円 を6.2°o上 回っている状態
である。又総額中に占める 穀類の比率は,32年37.9
%,33年37.7%,34年36.1%,35年33.4,0と,年々
減少はしているが主食費の比重が大である。しか し戦
前と比較するとエンゲル係数が高い割合に主食費の割
合は低い。副食費では魚介類の占める割合がいずれの
年度も大きく,肉 ・卵 ・乳な どの畜産 食品,野 菜類等
が主だった もので調味嗜好品の 占める割合 も33年 に
は9.8%,34年 には14.4°oと,年 々かな りの増加を示
している。これは食生活の内容が年々豊かにな り,又
多分に奢修的性格が盛 り込まれて来たことを示 してい
  第一図 食材料費の比率
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            (第2表 よ り算出)
る。業態別に考察すると,消 費老 世帯の食材料費が最
も高 く,次 いでその他の世帯,生 産者世帯 となってい
る・第1図 で明な如 く32年 と35年 を比較すると,消 費
者世帯は総額で18・2%,動 物性食品は29.60/と 大き
く伸びている。これに対 し生産者世帯は総額で9.0%,
動物性食品は19・8,0の 増加を示 している。又その他
の世帯は両世帯の中間形態を とっている。
 以上の結果 より近年に至 って主食費の割合の減少,
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第 3 表 食 品 群 別 摂 取 量
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肉乳卵類費の割合の増加及び各食品費の割合の差異の
縮少などの傾向にある。これ らは家庭経済に於ける所
得の増加と生活水準の向 ヒ,更 に食品生産量の増加が
起因 したと考えられる。
2) 食品群別摂取量
わが国の摂取状況は昭和28年 頃 までは戦争によって破
壊 された食生活の量的復興の過程であ った為,食 糧は
量的確保にあ り穀類,い も類等の澱粉性食品を中心 と
した消費形態 であった。 しか し29年頃か ら31年頃にか
けて食糧の消費水準は停帯の傾向をみせた反面,米 の
=豊作の影響等もあって主食に於ける米の占める割合が
増加し,そ の為 ビタミンB1欠 乏癌候が多発す る結果
を来す等大 きな幣害を招いた。しかし第3表 の如 く
32年 度では穀類に於いて31年 と比較すれば3.4%減 景
し,そ の後は停滞状態である,動 物性食品は漸次増加
の傾向にあるが,欧 米諸国と比較するとまだ相当の隔
りがある。35年 の動物性食品の摂取量は147.49で,
前年比(+)8.3%の 増加を示 してい る。この中特に
大 きく伸びたのは34年 まで減少状態であった 魚 介 類
が,前 年比(十)5.9%と 上 昇している。これは最近国際
的に漁獲制限が年 々きびしくな り,魚 船の活動範囲は
縮められてきているが,し か し漁船装備の近代化,技
術 の進歩に よって漁獲量は戦前 よりも増加してお り,
摂取量は動物性食品中50%以 上を 占めている。摂取形
態は食生活の簡素化の影響で畜産食品の伸びが大きく
魚介類は調理に手間のかか ること,余 り貯蔵できない
こと,嗜 好の変化等によって特に生鮮形態での消費は
減少す る傾向にある。その反面,各 種煉製品,加 工品
の消費は増加している。 この傾向は今後更に強 くなる
ものと考えられる。卵類(+)4.6°o,乳 及び乳製品
が(+)15.4°o'の 上昇を示 している。乳類の中でその
大半は生乳 として消費してお り35年には動物性食品中
に占め る乳類の割合は22・3%と なっている。植物性
食品は34年 は微量ではあるが上昇傾向を辿 っている。
しか し35年 には減少を示している。この変動は野菜類
の摂取量,特 に緑黄野菜の摂取量が39.99で,前 年比
(一)9.5%と 大きく減少した為 と考 えられ る。 楯 橘
類,ト マ トに於いて25.59の 摂取 量を示 し,前 年比
(+)8.1°oと 大きく伸びているが,そ の他の果実は停
滞気味 とな っている。業態別に摂取量を一見すれば生
産者世帯にあっては 自家生産物に依存す る割合 が 高
く,食 品の種類,質 的内容が消費者世帯に比べて著し
く低水準にある。しかし35年 度に於いては穀類が若干
減少し動物性食品,油 脂類も多 く増加 し て 来 た。こ
れに対し消費者世帯は魚介類 ・卵 ・乳類は増加 してい
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るが,前 年 まで上昇を続けて来た肉類が減少し,又 緑
黄色野菜が前年に引続 き大巾に減少している。 これ等
の結果 より食材料費及び摂取量は近年薯しく増加した
が,そ の増加状態は相対的である。 しか し,い も類,
緑黄野菜,海 草類等は摂取量が減少したにもかかわ ら
ず,こ れらの食材料費は逆に増加している,こ れは前
述の如 く嗜好の変化及び食生活の簡 素化による調理の
簡素化,更 に需要と供給の関係等によるもの と考えら
れる。
iii主 要食品の月別による価格の変動
 最近の消費者物価騰貴の中で圧例的に大きな比重を
しめているのは第1表 か らも明 らかなように生鮮食品
である。そこで今回は植物性食品(き ゅ うり,キ ヤベ
ツ,ほ うれん草,ね ぎ,に ん じん,大 根,玉 ねぎ,馬
鈴 しよ,廿 しよ,り んご,ト マ ト),動 物性食品として
魚類(い わし,あ じ,さ ば,い か,ま ぐろ,た い),
鶏卵等の月別の価格変動け第2図 の如 くであ る、,単位
は100
  第2図 主要食品の月例に よる価格変動
きゅ うり
ト マ ト
食物学誌会 ・第12号
 ほ うれん草 ね ぎ
一53
置
馬鈴しょ
キ ャベ ツ
甘 し よ
玉 ね ぎ
り ん ご
にん じん
大  根 い わ し
一一一54一 食物学会誌 ・第12号
あ  じ た  い
さ  ば
鶏  卵
い   か
ま ぐろ切身
9に 対 す る価 格 で表わ した。
1㌔果 菜類 のきゆ うり,ト マ トに就い ては大体 同様 な こ
とが 云え る。 生鮮 食品であ る これ らの食品は 月別 に よ
る価 格の変動 が顕著 であ る。 きゆ りは2月,ト マ トは
1月 頃に最 も高値を示 し,夏 期に向つ て次第 に安 くな
り,6月 頃か ら急 に値下 りし,例 えば35年 では1・2
月には16.29円(1009),19.73円とな り,春 か ら夏 に
かけて徐 々に安値 とな り7・8月 では3.39円,4.16円 と
な り,そ れぞれ79.3,°0,79.0%の 値下 りを示 し,ほ
うれ ん草,キ ヤベ ツ,に ん じん,大 根,ね ぎ,玉 ね
ぎ,甘 しよ,馬 鈴 し よ,り ん ご等 に 於 いて は きゆ う
り,ト マ トほ どに 月別変 化 は認 め られ ない。35年 を み
れば,ほ うれ ん草 では9月 に5.67円 とな り高値 を 示
し,4月 には2.92円 とな り48.8%の 値下 りを示 した 。
文玉ね ぎは12月 に最高 値4.12円 にな り6月 には2・11円
と安 くな り,51.2%の 値下 りを示 した。甘 しよでは7
月に5・15円 とな り11月 ～1月 にか けて59・2joの 値下
りを 示 し,馬 鈴 しよに比べ て顕著 であ る。 これ は馬鈴
しよの保存 性が強 い ことが 原因 して いる と 考 え ら れ
る。 りんごでは6～7月 頃 が最 も高 くな り,35年 では
6月 に7.63円 とな りそ の後 徐 々に値下 り12月 には5・66
円 とな り,25・9%の 値下 りを 示 している。魚類につ い
ては,い わ し,さ ば等 は夏 期か ら徐 々に値上 りしは じ
め,12月 には それ ぞれ9.41円,11・73円 の高値を 示
し,又2月 に も割 高を示 してい るが,い わ しは5月 に
6.96円,さ ば は3月 に9.01円 とな り,そ れ ぞれ29°o,
23・3°oの 値下 りを示 してい る。いか は5月 頃に高 値を
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示 しその後秋へかけて安価 とな り,9月 頃には7.96円
とな り15%程 度の値下 りが認められた。まぐろ切身は
年次的には大分異なつた曲線を示 して居 り,36年 を除
き余 り変動を認めない。35年 では12月 に27.50円 とな
りやや高値となつている。又たいは12月 ～1月 。5月
頃に割高とな り,35年 では12月32.04円 とな り,11月
頃には21.a%程 度の値下 りを示している。これ等 高
級魚は,野 菜類 とは逆に旬時に返つて高値を示しでい
ることが認められ,魚 類の旬時 と漁獲量の問題が考え
られる。年次的にみても,あ じ,さばを除いては35年,
36年 と続いて100g当 りの価格は著 しく値上 りしてい
ることが認められる。鶏卵は寡産期の8・9・10月 頃
は高値を示 し,年 末,年 始の需要増加に より12・1月
も割高を示 し,35年1月 には1個13・62円 とな り,当
年5月 には11.59円 になり14・1°oの値下 りを示 した。
 以上を総括すれば,き ゆ り・トマ ト・りんご等に於
いては最高価格 と最低価格の差がやや小さくな り,年
間平均化の傾向にある。これはビニール栽培のよ うな
栽培技術の進歩,貯 蔵方法の発達等により出荷期間が
著しく延長した事,又 食生活の洋風化や生食で簡単に
食されることなどが起因 して,そ れ等の増加が価格に
影響 したもの と考えられる。
 魚類については前述した如 く最近漁場に国際的な制
約が加えられたにも拘らず,魚 獲方法の発達により魚
獲量は増加しているが,加 工品としての需要が増加し
た為,一 般市場への鮮魚出廻の大幅 な減少等によつて
価格が騰貴 したと考えられ る。更に鶏卵は季節的変動
は可成 り大きかつたが,年 次平均化の傾向がある。 こ
れは飼育技術の向上,養 鶏経営 の合理化,取 引 の 改
善 ・進歩更に飼料の質の向上等が影響していると考え
られる。
w 結 ぴ
 家庭経済の見地から戦後の家庭生活が回復向上した
かどうかは今回だけでは速断出来難い。しかし食生活
の安定向上の傾向は物的,貨 幣的の両側面より理解で
きる。今後階層別並びに地域差など比較検討する予定
である。
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